
プロジェクト開始前の村の状況と
仮設診療所の様子

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プロジェクト開始前の村の状況。対象の５村でリーダーの理解を得、周辺住民へプロジェクトの開始を伝えるためのプロジェクト開始集会を実施。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プロジェクト地区への道。道路事情も悪く、交通手段も限られています。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ヴォルタ川沿岸地域の足はボートです。プロジェクト開始前、診療所のない対岸からは、妊産婦もボートを利用しなければなりません。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
村の様子。調理する母子。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
センポア仮設診療所(CHPS)の全景。プロジェクト開始前ヴォルタ川地区にはこうした仮設の診療所が3件あるだけでした。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
センポア仮設診療所の薬品庫



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
センポア仮設療所内病室



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プロジェクト開始前の仮設診療所では診療所が狭いので屋外で新生児ケアを行っていました。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
プロジェクト開始前。屋外で体重測定。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
コトソ の仮設診療所（ＣＨＰＳ）。プロジェクト開始前ヴォルタ川地区には3か所の仮設診療所があり、これらの診療所には助産師さんはいませんでした。プロジェクトでは1期目に建設したRHセンターと新たに4か所の助産介助の基礎訓練を受けた保健スタッフが常駐する診療所を建設し、1期目に建設のRHセンターとの連携で、妊産婦や若者の健康の改善をはかります。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対象地域の５つの村で開始を周知するとともに村のリーダーの協力を得るためのプロジェクト開始集会が開かれました。大勢の住民が参加し、若者のダンスも披露されました。コミュニティの期待の大きさがわかります。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
民族衣装による村の若者のダンス。



2期目は新たに村の診療所を建設し、1期目に
完成したRHセンターを拠点として
RHサービスの利用促進をはかる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1期目の活動：　RHセンター建設と住民啓発活動戦略策定のためのワークショップなどの活動。住民周知を兼ねたRHセンター開所式／施設内オープンハウスの実施。関係者による機材の確認作業やRHセンター内スナップ。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1期目（2012年）に建設したコトソ・リプロダクティブヘルス・センター（2012年9月完成）。ヴォルタ川地区では最初の2次医療施設としてサービスを提供します。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
RHセンター開所式（10月3日）　主賓として伝統的首長の開会のあいさつ。右隣りは日本大使館より参列の望月参事官。周辺住民も含めて800人の参加。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ジョイセフへの感謝の印として、コミュニティから羊が1頭贈呈されました。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
テープカット後には、コミュニティの人々も施設を見学しました



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
望月参事官と郡長（District Chief Executive）も施設内見学



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
女性用病棟



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
行動変容を促すコミュニケーション（BCC）戦略策定ワークショップ。現地協力機関のスタッフを日本人専門家が指導(2012年6月）



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
BCC 戦略策定（グループワーク）



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
RHセンターを訪れた妊婦



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＲＨセンターを訪れた住民（待合室で）




